
次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
　
21
人
が
一
般
質
問
　
市
政
の
〝
そ
こ
〞
を
問
う
！
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問
　
観
光
地
霧
島
の
拠
点
施

設
で
あ
る
温
泉
市
場
の
現
状

は
ど
う
か
。

答　

令
和
６
年
の
観
光
案
内

所
で
の
案
内
者
数
は
１
万
３

５
０
人
、
足
湯
利
用
者
数
は

１
万
３
８
６
２
人
、
土
産
店

利
用
者
数
は
約
４
万
人
。

問　

施
設
内
の
駐
車
場
は
不

足
し
て
い
な
い
か
。

答　

第
２
駐
車
場
を
含
め
て

約
１
０
０
台
駐
車
で
き
る
。

観
光
シ
ー
ズ
ン
中
に
不
足
す

る
場
合
、
隣
接
す
る
ホ
テ
ル

の
駐
車
場
を
一
時
的
に
借
り

て
対
応
が
で
き
て
い
る
。

深
刻
な
鳥
獣
被
害
の
対
策
は

問　

箱
罠
の
数
量
は
足
り
て

い
る
の
か
。

答　

各
捕
獲
隊
へ
貸
与
し
て

い
る
箱
罠
は
２
１
０
基
で
あ

る
が
、
過
不
足
が
生
じ
て
い

る
地
区
も
あ
る
の
で
、
使
用

状
況
を
調
査
し
、
貸
与
数
の

調
整
を
進
め
て
い
る
。

問　

山
間
部
で
耕
作
放
棄
地

が
増
え
て
い
る
要
因
の
一
つ

に
鳥
獣
被
害
が
あ
る
が
、
具

体
的
な
対
策
は
な
い
の
か
。

答　

餌
場
や
隠
れ
場
を
な
く

す
環
境
対
策
、
柵
な
ど
に
よ

る
防
護
対
策
、
駆
除
に
よ
る

個
体
数
の
調
整
な
ど
の
捕
獲

対
策
の
三
つ
の
具
体
策
を
推

進
し
て
い
く
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
過
疎
化
と
後
継
者
不
足

に
よ
り
離
農
に
拍
車
が
か
か

り
、
福
山
町
で
は
サ
ル
の
被

害
で
ミ
カ
ン
は
全
滅
し
た
と

の
声
も
あ
る
。
鳥
獣
被
害
防

止
や
経
済
的
支
援
な
ど
強
化

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

サ
ル
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
装
着

し
、
群
れ
の
行
動
範
囲
や
頭

数
の
規
模
な
ど
に
つ
い
て
検

証
し
て
い
る
。
今
後
は
、
専

門
家
の
指
導
に
よ
り
得
ら
れ

た
デ
ー
タ
を
生
か
し
、
効
果

的
な
被
害
防
止
策
を
推
進
す

る
。
支
援
に
つ
い
て
は
、
支

所
・
農
政
畜
産
課
な
ど
と
連

携
し
て
相
談
体
制
が
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

部
活
動
備
品
の
充
実
を

問　

中
学
校
部
活
動
は
文
科

省
が
教
育
の
一
環
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る
。
部
活
の
備

品
に
つ
い
て
も
早
急
な
改
善

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

学
校
備
品
は
部
活
動
だ

け
で
は
な
く
、
優
先
順
位
や

緊
急
性
に
よ
り
購
入
し
て
い

る
。
生
徒
が
安
心
し
て
部
活

動
に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
指
定
管
理
の
今
後
の
方
向

　

性
に
つ
い
て

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

サル被害を受けたミカン園

問
　
人
口
増
加
に
向
け
て
、

ど
の
よ
う
な
施
策
の
推
進
を

行
う
の
か
。

答　

企
業
誘
致
や
若
者
の
地

元
就
職
率
の
向
上
を
は
じ

め
、
移
住
定
住
の
促
進
、
子

育
て
支
援
の
充
実
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
づ
く
り
な
ど
、
各

世
代
、
各
分
野
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
推
進
し
て

い
く
。

渋
滞
か
ら
影
響
を
受
け
る

地
域
の
安
全
な
対
策
強
化
を

問　

交
通
渋
滞
を
回
避
し
、

生
活
道
路
へ
進
入
す
る
車
の

危
険
性
に
対
し
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
し
て
い
る
か
。

答　

多
く
の
車
が
、
交
通
渋

滞
を
避
け
て
、
生
活
道
路
へ

流
入
し
て
い
る
た
め
、
安
全

確
保
が
必
要
で
あ
る
。
交
通

安
全
対
策
で
、
注
意
を
促
す

路
面
標
示
、道
路
反
射
鏡
や
、

注
意
喚
起
板
の
設
置
、
県
警

へ
の
要
望
、
地
域
住
民
等
と

の
合
同
現
地
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
安
全
安
心
な

環
境
に
向
け
て
、
適
切
な
対

策
を
講
じ
て
い
く
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

ま
つ 

え
だ

ま
さ 

ひ
ろ

松
枝
　
正
浩 

議
員

問
　
物
価
高
騰
の
中
で
市
民

生
活
は
困
難
だ
。
水
は
空
気

と
同
じ
よ
う
に
命
の
源
で
あ

り
、
安
定
的
に
安
い
料
金
で

提
供
す
る
の
が
水
道
事
業
の

役
割
だ
。
今
回
の
60
％
も
の

値
上
げ
で
霧
島
市
の
水
道
料

金
は
、
県
内
19
市
で
２
番
目

に
高
く
な
る
。こ
れ
で
「
低
廉

な
水
を
市
民
に
供
給
す
る
」

と
言
え
る
か
。

答　

値
上
げ
も
必
要
だ
と
言

う
市
民
も
い
る
。
災
害
時
も
、

水
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ

り
、
一
番
大
事
だ
。
安
定
し

た
水
を
提
供
で
き
る
よ
う
努

力
す
る
。

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
(
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
)
の
対
策
強
化
を

問　

発
が
ん
性
の
あ
る
有
機

フ
ッ
素
化
合
物(
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
)

は
、
残
留
性
が
高
く
、
長
く

環
境
中
に
残
留
し
、
人
や
環

境
へ
の
暴
露
を
伴
う
た
め
、

排
出
を
最
小
限
に
抑
え
る
必

要
が
あ
る
。
市
内
で
半
導
体

を
製
造
す
る
ソ
ニ
ー
や
京
セ

ラ
が
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
使
用
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
働
い
て
い
る
人
の
健
康

被
害
や
環
境
へ
の
影
響
な
ど

の
調
査
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

答　

企
業
で
働
く
方
の
健
康

被
害
や
工
場
か
ら
の
排
水
調

査
は
、
企
業
が
対
応
す
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
堆
積
土
砂
撤
去
に
よ
る
豪

　

雨
災
害
対
策
に
つ
い
て

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
き
り
し
ま
の
森
認
定
協

議
会
が
取
得
し
た
「
森
林
認

証
」
と
は
何
か
。

答　

認
証
機
関
が
、
適
切
で

持
続
的
な
森
林
経
営
が
行
わ

れ
て
い
る
森
林
ま
た
は
経
営

組
織
な
ど
を
審
査
・
認
証
し
、

木
材
や
木
材
製
品
に
認
証
ラ

ベ
ル
を
付
す
な
ど
し
て
分
別

し
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営

を
支
援
す
る
取
組
で
あ
る
。

問　

森
林
認
証
を
踏
ま
え
、

市
有
林
の
管
理
は
ど
う
し
て

い
く
考
え
か
。

答　

標
準
伐
期
を
過
ぎ
た
市

有
林
が
多
く
、
早
期
に
皆
伐

と
再
造
林
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。
令
和
７
年
度
か
ら
、

伐
採
、
再
造
林
、
下
刈
り
な

ど
を
林
業
事
業
体
に
管
理
委

託
す
る
。
皆
伐
再
造
林
も
一

層
進
み
、
森
林
の
若
返
り
を

促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

学
校
の
遊
具
開
放
の
状
況
は

問　

過
去
に
質
問
し
た
学
校

の
遊
具
開
放
に
つ
い
て
、
そ

の
後
の
対
応
は
ど
う
か
。

答　

教
育
委
員
会
で
は
、
放

課
後
や
土
日
に
お
け
る
遊
具

の
使
用
を
認
め
て
い
る
か
調

査
を
行
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の

学
校
で
使
用
で
き
る
こ
と
を

確
認
し
た
が
、
子
ど
も
だ
け

で
の
利
用
は
推
奨
し
て
い
な

い
。
防
犯
や
安
全
確
保
の
観

点
か
ら
使
用
を
制
限
し
て
い

る
学
校
も
あ
る
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
市
街
地
の
主
要
道
路
は

通
勤
時
間
帯
に
渋
滞
す
る
。

市
の
発
展
が
阻
害
さ
れ
る
と

考
え
る
が
、
今
後
の
対
策
は

ど
う
か
。

答　

国
分
・
隼
人
地
域
は
企

業
立
地
で
人
口
、
交
通
量
も

増
え
て
い
る
。
国
や
県
に
渋

滞
対
策
を
要
望
し
、
市
の
幹

線
道
路
を
補
完
す
る
バ
イ
パ

ス
道
路
や
既
存
道
路
の
整
備

な
ど
交
通
渋
滞
の
緩
和
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
企

業
に
対
し
、
隼
人
道
路
の
利

用
や
時
差
出
勤
な
ど
で
交
通

渋
滞
の
緩
和
を
図
り
、
効
率

的
な
移
動
を
働
き
か
け
た
。

今
後
も
国
や
県
と
連
携
を
図

り
、渋
滞
解
消
に
取
り
組
む
。

問　

都
市
計
画
道
路
新
川
北

線
の
終
点
よ
り
東
側
へ
の
計

画
は
ど
う
か
。

答　

終
点
県
道
国
分
〜
霧
島

線
と
市
道
福
島
広
瀬
線
を
結

ぶ
市
道
福
島
20
号
線
は
、
延

長
約
２
２
０
m
、
幅
員
約
６

m
の
道
路
で
あ
る
。
現
在
、

実
施
中
の
新
川
北
線
や
他
道

路
の
進
捗
状
況
を
勘
案
し
、

事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

前
田
　
幸
一 

議
員

ま
え

だ

こ
う
い
ち

前
川
原
　
正
人 

議
員

ま
え
か
わ
は
ら

ま
さ  

と

安全対策が必要な生活道路夕方の渋滞状況

み
や 

う
ち

ひ
ろ
し

宮
内
　
　
博 

議
員

き
　
の
　
だ

ま
こ
と

木
野
田
　
　
誠 

議
員

い
け
　
だ

つ
な  

お

池
田
　
綱
雄 

議
員
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